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ADRA Japan事業マップ
温かいご支援により、この3か月も人々に
寄り添う活動をすることができました。
心より感謝申し上げます。

ウクライナ ・人道支援2

スロバキア ・ウクライナ難民支援3

全面的な戦争開始から戦火は弱まる
ことなく2年半以上が経ちました。
ADRAは生活環境が特に厳しい東部
の前線近くに住む人々へ食料や現金を
届けているほか、電話で心理カウンセ
ラーに相談できる心のケアを提供して
います。

スロバキアに住むウクライナ難民に
とって、避難先の社会に馴染むことが
大きな課題になっています。ADRAは
難民の方々が当地の言語や文化に
適応できるよう、生活相談、語学教室、
就学支援などを行っています。

ご紹介している事業は皆さまからのご寄付のほか、以下の機関・
団体から助成や支援を受けて実施しています（以下敬称略）。
●日本NGO連携無償資金協力（エチオピア、ジンバブエ、ネパール）
●特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム
　（アフガニスタン、イエメン、ウクライナ、ミャンマー、日本（能登半島））
●公益財団法人 森村豊明会（エチオピア）

ミャンマー ・国内避難民支援4

ミャンマーでは長引く内紛によって住
居を失い、避難生活を送る人が300万
人を越えました。厳しい環境で生きる
方々に必要な食料を届け、衛生改善の
普及を通じて、少しでも健康を維持し、
たくましく生きていけるよう支援を続
けています。

エチオピア ・水衛生環境改善支援5

ガンベラ州イタン郡には約24万人の南
スーダン難民が流入しています。物価
上昇や難民への食料配給の減少によ
り、難民と地元民の生計は圧迫され、
地域の緊張が高まっているため、
ADRAは農業支援と平和的共存の促
進に取り組んでいます。

イエメン ・農業復旧支援6

戦争で壊れた井戸と灌漑設備を修復
し、人々の農業再開を支援する活動を
続けています。ソ―ラーポンプを導入
することで畑に水が行き渡らせ、再開
した農業が継続しやすい体制を整え
ます。

アフガニスタン ・地震被災者支援8

2023年10月にヘラート県で発生した
大地震から約1年。被災地には、今もテ
ントやあり合わせの資材で作った「家」
で暮らす人が多くいます。彼らが安心し
て生活できるよう、耐震構造を備えた
家屋再建を進めます。

モンゴル ・生計向上支援10

高品質の毛が採れる羊が順調に育っ
ています。また、約250人の牧羊業者
を対象に、大切な毛を効果的に刈り
取る技術を磨く研修を開催しました。
品質の良い毛が取れるようになるこ
とで生計向上と草原保護を目指して
います。

世界の水害被災者支援12

バングラデシュでは洪水、パプア
ニューギニアとインドでは土砂崩れに
より村々が飲み込まれました。ADRA
は各地で支援物資の配付等に取り組
んでいます（写真はインドでの支援）。
日本では浸水被害の多かった山形県
にぞうきんを300枚届けました。

ジンバブエ ・教育環境改善支援9

ジンバブエ北部の小学校3校で取り
組んでいる教育環境の整備ならびに
教育への理解向上を目指す活動が3年
目に入ります。保護者の理解が進み、
これまで学校に通えていなかった子ど
もたちに教育の機会が広がっています。

日本・能登半島地震被災者支援1

能登半島地震被災者支援活動を継続しています。
避難生活が続く住民の方にほっとリラックス
していただく移動カフェに静岡県袋井市か
ら中学生のボランティアを受け入れ、心の通う
交流をすることができました。

台湾 ・地震被災者支援11

台湾の花蓮県は観光業が盛んな地域
でしたが、4月の震災以降は客足が遠
のき、職を失っている人もいました。
ADRAでは現地パートナー団体を通し
て、住居のサポート、家屋の修理のほ
か、キャッシュフォーワーク（緊急雇用
創出）の支援もしています。

ネパール ・栄養 ・水衛生支援 ・教育支援〈ナマステ基金〉7

他の地域よりも人々の健康指標が低
い中西部のバルディヤ郡にて、栄養
状態と水衛生環境の改善に取り組ん
でいます。自治体・保健施設・学校・
コミュニティを巻き込み、地域全体で
健康が増進されることを目指します。

家庭の経済的な理由から、通学困難な
子どもたち100人に支援を届けていま
す。制服、学用品、学校維持費などの学
資支援によって、学業継続と子どもた
ちの将来への夢の実現を支えていくこ
とを目指しています。

ご寄付を
お待ちしています

https://x.gd/VBxqv
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活動地で受け取る「ありがとう」
今日も感謝の声が届いていますtheme

ADRA News 
2024

SEPTEMBER

能登半島地震の発生から8か月が
経ちました。ADRAは石川県穴水町と
七尾市で活動を継続中です。ブロック
塀の撤去、屋根のブルーシート張りな
ど、一般のボランティアでは対応が難
しい作業にあたる専門ボランティアの
派遣のほか、給水支援や仮設住宅等
に入られる方々へ家電の支援を進め
ています。また、建築士との無料相談
の場を提供し、移動カフェや足湯も開
催しています。

穴水町で仮設住宅等に入居予定の
方は合計約650世帯です。洗濯機、冷
蔵庫、テレビの3点は県から支給され
るため、ADRAはその他の家電12品
目のリストを作り、各世帯の希望ごと
に3～4点を配付し、人々の生活再建
を支えます。7月半ばまでに約500世
帯の方からお申込を受け、順次支援を
進めています。

家電を受け取られた方からは、
「待ってました。本当に助かります。こ
れでご飯が炊けるもんね！」と嬉しそう
なお声も届きました。

また、自宅に被害を受けた方々は、

バルディヤ郡は、栄養や水・衛生に
関する課題が大きく、健康上のリス
クが高い地域です。そこで保健施設
への資機材の補充、コミュニティへ
の浄水装置や高架水槽の導入、啓発
研修などに取り組んでいます。

同郡のダケラ村では、水源はあって
も水質がよくなかったため、水をきれ
いにする浄水装置を設置しました。

一人娘と2人の孫娘の家族4人で暮
らしているダケラ村のラクシミさんに
お話を聞きました。この日は家族全員
が街に出かけており、彼女は雨の中、

校舎が不足するジンバブエ北部の
3つの小学校で各2棟の校舎が完成
しました。不就学児童のための特別学
級・啓発活動も開催し、1,122人の児
童の学習環境が改善されました。

マジャゾ小学校の特別学級で学ぶ

す。将来はこの地区で、教師として生
きていきたいです」

ＡDRAの支援を、自分の成長だけ
でなく、社会のために活かしたいとい
う気持ちのある彼と出会えて、私たち
もとてもうれしく思いました。

また、ソーラー・ランタンの配付にも

損壊した家の解体費用を市町村
が負担する「公費解体」をめぐり
悩みを抱えています。次の世代に
配慮して解体を決断した方、公
費解体を申請したものの本当に
それでよかったのか悩む方、考え
悩むことに疲れ可能性を探るこ
とを半ばあきらめて公費解体を決断し
た方、解体が始まる前に家の中から家
財を取り出し保管したい方など状況は
さまざまで、一言では言い表せない複
雑な気持ちを抱えている方が多くい
らっしゃいます。

ADRAでは、建築士の方と連携し、
住民の方々の相談を受けています。解
体しなくても耐震補強などを行えば住

田植えをしているところでした。
「浄水装置が私たちの村に来てとて

も嬉しいです。嬉しくないわけがあり
ません。水が出る朝と夕方に、毎日水
を汲みに行って、日々の飲み水やお
茶、料理に使っています。今まで使って
いた手押しポンプの地下水は臭いが
ありましたが、今の水は臭いもなく、と
ても美味しいですよ。また水を自分で
ろ過する手間も省けるようになりまし
た。これからもこの水を飲んでいきた
いです」

また、バルバルディア自治体病院で
働く看護師のサラスワティさんは、もと
もと受付や処方箋発行などの雑務に
追われていました。保健や栄養の指導
ができる栄養コーナーが完成してから
は母子保健に特化した業務を任され
るようになり、「今は自分の仕事の責
任を果たせていると感じています」と
笑顔で話してくれました。栄養不良の
子どもに対する治療フローチャートを

オウタスティーン君は、とても嬉しそ
うに将来の夢を話してくれました。
「僕は13歳ですが1年間学校に行

けず、小学校を終えられませんでし
た。でも今はADRAの特別学級に
通っているので、小学校を卒業できま

取り組んでいます。外務省の助成金な
らびにパナソニックホールディングス
株式会社の寄贈を受け、1,122人の
小学生と特別クラスの児童に加え、同
地区の330人の中学生にランタンを
届けました。

ランタンを受け取った中学生のライ

み続けられる可能性があることをお伝
えした方々からは、「解体せずとも残せ
る可能性があるなら詳しく調査しても
らいたい」「近隣の方々にも可能性が
あることを教えてあげたい」などという
声が聞かれました。

住民ご自身の描く今後の生活をでき
る限り実現できるよう、一人ひとりに寄
り添った活動を続けていきます。

カラフルな画用紙で手作りして壁に掲
示するなど、前向きな姿勢が印象的で
した。

毎日の飲料水や日々の業務など、以
前のままでも生活はできていたかもし
れません。ただ、少しの整備によって、
彼らのその後の生活は変化し、多くの
住民が長い将来にわたり健康で尊厳
ある暮らしができるようになります。活
動を支えてくださる皆さまに心から感
謝申し上げます。

アン君は次のように話します。
「僕は5人家族ですが、家には2台

の懐中電灯しかありませんでした。だ
から母が料理や赤ちゃんの世話に懐
中電灯を使うと、僕は勉強することが
できませんでした。でもランタンを受
け取ってからは、宿題もできるように
なってとっても嬉しいです。僕だけでな
く、近所の友達も呼んで、ランタンの明
かりで、一緒に勉強しています。両親
も僕がランタンの明かりで勉強してい
るのを見て、とても喜んでいます」

ADRAの支援は、一人の子どもか
ら、家族や地域の発展につながってい
ます。今後もジンバブエの子ども・家
族や地域の人々がより多くの喜びを
感じられるよう活動に取り組んでまい
ります。

能登半島 　�一人ひとりが思い描く�
復興の姿に寄り添って

ネパール 　将来にわたって健康に暮らせるように

ジンバブエ 　未来を照らすランタンの明かり

伝統的な家屋が立ち並ぶ　できるかぎり残したい

栄養コーナーで話すサラスワティさんとADRAス
タッフの渡辺

マジャゾ小学校の特別学級で学ぶ子どもたち　一度は卒業をあきらめていた子ばかり

ソーラー・ランタンを手にADRAスタッフに喜びの声を
共有してくれたライアン君

穴水町の仮設住宅にて

ダケラ村のラクシミさん
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紅葉月（もみじづき）、菊咲月（きくさ
きづき）、彩月（いろどりづき）などと呼
ばれる9月になりました。西の空に沈
みゆく夕焼けを目にする度に、秋の到
来を感じます。

さて、皆さんは「9月」と聞くと、どん
な色をイメージしますか？　今回
ADRAは、イエメン、バングラデシュ、
モンゴルで活動する現地スタッフの声
を集めました。

イエメンの9月は農業が活発にな
り、家族の繁栄を願う農民にとっては
力強さを意味します。青々とした野菜
や果物が並ぶ畑など、新鮮で健康的
な農産物は人々を活気づけます。
「イエメンの人々にとって、9月は希

望と新たな始まりです。そびえ立つトウ
モロコシの茎から、広がるトマトのつる
まで、地球は魅惑的な緑のパレットで

2024年4月3日午前7時58分、台
湾の花蓮県を中心にマグニチュード
7.2の強い地震が起き、死者18人以
上と負傷者1,100人以上の大きな被
害をもたらしました。これは台湾で
1999年に大きな被害を出したとき以
来の地震で、各地で建物や道路、鉄道
などが影響を受けました。

ADRAは現地パートナー団体であ
るThe Mustard Seed Mission

（MSM）やChinese Christ ian 
Relief Association（CCRA）と連携
して、これまで避難所の運営、キャッ
シュフォーワーク（緊急雇用創出）、家
屋の修理、水タンクの設置、家電製品
や緊急支援ボックスの配付、資金援助
などの支援を実施してきました。

現在、花蓮県で復興支援活動が行
われる中、大きな課題のひとつが地元
の方々の生計維持です。この地域は観
光業が収入の大半を占めており、太魯
閣国立公園が観光地として有名でし

彩られます。それは、私の魂に深く響く
生命と活力のシンフォニーです」

バングラデシュのこの時期は豪雨が
減り、気温も穏やかに、かつ湿度も下
がって、外出が快適になります。楽しく、
移行期の始まりを表すのが９月です。

当地を象徴する色も、緑で
した。
「降雨量の減少によって風

景が緑豊かに、鮮やかになり
ます。自然の美しさが活き活き
と輝いて、目に飛び込んできま
す。緑は成長、再生、そして新
しい生命力を感じさせます」

モンゴルのスタッフもまた、
緑を挙げました。
「非常に鮮やかな緑のイ

メージですね。収穫、育種、繁
殖、販売、教育の季節です。現

た。しかし、今回の地震で
美しい景観は深刻な被害
を受け、道は落石や土砂
崩れでふさがってしまい
ました。さらなる地震の恐
れも重なり観光客は減
少、多くの地元の人々は
収入源を失っています。

観光バスの運転手とし
て生計を立て、妻と娘の
3人で暮らしている阿丹
さんもその一人でした。
「日雇いの仕事も見つからないし、

日に日にお金がどんどん減っていくの
を見ると、本当にどうしたらいいかわ
からず、とても落ち込んでいました」

ある日、阿丹さんは牧師の紹介で
MSMを訪問すると、事情を理解してく
れたスタッフが、MSMでフードバンク
運営のサポートをする仕事を紹介し、
収入を得て働くことができるようにな
りました。

在進行中のプロジェクトへの取り組み
に力を注ぐ月ですよ。青少年を対象と
した健康改善プログラムも本格化しま
すし、ファインウール羊の品種を改良
するために人工授精をする時期でも
あります。また受益者が野菜と蜂蜜の
収穫と販売を開始するのが9月です。
野菜畑や蜂が飛び交う草原に目を向
けると黄色、オレンジも映えています
ね」

こうしたADRAスタッフの言葉を、
セラピストである田林綱紀氏に解説し
てもらいました。
「イエメンでは大地に根を張り、農

作物が成長するたくましさや、何度も
実を成す再生力が見受けられます。自
身の可能性や希望を重ねたりするの
でしょう。

バングラデシュも緑に成長と復活、
新たな人生の到来を見出し、自分を投
影する様を感じます。が、雨期の影響
からも、青緑色や、くすんだ色合いと、
彩度が低く、どこか落ち着いた色に映
るかもしれませんね。

冬を前にモンゴルは、温かさや熱量を
感じる暖色への心残りも含みつつ、冬支
度を急ぐ慌ただしさが見え隠れします」

それぞれの国が緑色に染まり、人々
が希望や明るい未来を感じて前を向
く姿は心地よいですね。

「お陰で気持ちを安定させることが
できました。生活費を確保し、今後の
ことを考えていきたいと思います」

復興に意味ある仕事を創出し被災
者を雇用するキャッシュフォーワーク

（緊急雇用創出）の支援は2024年末
まで継続を予定しています。被災され
た方とその家族への経済的支援だけ
でなく、技術の習得もサポートしてお
り、再就職や転職が有利になることが
期待されています。

ADRAスタッフが活動地で感じた9月の色 台湾 　�震災で大打撃を受けた観光業 地元民の生計をサポート

イエメン

阿丹さん（右）の顔からも安堵の表情が読み取れる

― �ADRA Japanをお知りになったきっかけ
子育てなど、せわしない日々が一段落して自分の

時間が持てるようになったのでいろいろとチャレンジ
してみたいと探していたとき、当時ADRA Japanさ
んが募集していた「ちくちくボランティア」の存在を知
り、雑巾を寄付したのが最初の出会いでした。

― �ADRA Japanとの関わりについて
発送業務は経験もあり好きな作業だったので、

日程が合うときに「お手紙発送作業ボランティア」
に参加しています。発送業務の経験が、巡り巡って
少しでもお役に立っていたら嬉しく思います。

― �ADRA Japanの魅力や関わっていて�
よかったことを教えてください

「お手紙発送作業ボランティア」で参加したと
きに、スタッフの方から直接現地の状況や支援の
取り組みについてのお話をうかがったりします。
そのたびに活動に真摯に取り組んでいることが伝
わってきて、その情熱にいつも刺激を受けていま
す。スタッフの方も、ご一緒するボランティアの方

も穏やかな方ばかりで、和やかな空気がとても心
地よいです。

― �まだADRAのことをご存じない方への�
メッセージをお願いします

人のためにボランティアをするという考えは
私には畏れ多いものでしたが、ADRA Japanさん
との出会いで支援活動について知ることができ、
自分の世界が少し広がった気がしています。もし、
私と同じような感覚の方がいらしたら難しく考え
ずのぞいてみることをオススメします。まずは知
ることが大事だなと感じています。

― �ADRA Japanへのメッセージを�
お願いします

人のためにとかではなく、何かチャレンジして
みたいという考えで参加した私のことも受け入れ
てくださり感謝しています。この出会いをきっか
けに、まずは関心を持ち、少しずつでも支援を必要
としている状況や背景を理解していければと思っ
ています。

バングラデシュ

モンゴル

ADRA Japanを
支えてくださる方を
ご紹介します！

堀内 和絵さん
主婦／派遣社員

アドラ
の
チカラ
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